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1.はじめに
従来，昼光照明設計において，太陽直射光は変動が著
しいためにそれを排除し，天空光のみを対象光源として
きた。その天空光についても輝度分布の変動が激しいこ
とから簡便法として，均一輝度分布あるいは， C目標準
曇天空輝度分布などに基づく設計が一般的である。
しかし，直射日光を排除することはエネルギーの有効
利用の観点から不適切である。そのため，なんらかの窓
装備を工夫して，直射日光の昼光照明光源化が図られる。
例えば，掴ガラス窓は強いグレアを生ずるが.有効な直
射日光の鉱散光源化の装置と考えられる。ブラインドの
スラット角度をコンビュータ制御によって常に直射日光
の室内への直後入射を防ぐことができる臨界遮蔽角に制
御するといった手法も考えられる。しかしながら，窓は
単なる照明用光源ではなく，屋外を視認することによっ
て，様々な情報を取り入れて，在室者に心理的安らぎを
与えるZ重要な働きを有する。そのため，ブラインドなど
で窓を遮蔽し，視認性を阻害することは好ましいことで
はない。
そこで，筆者らは窓の持つ視認性を阻害しないで，直
射日光の室内への射入を防ぎながら拡散光源化できる光
拡散性固定型ブラインドを開発し，それを用いた昼光照
明設計法を提案し1) 直射日光および天空光の実測値に
基づいて同法により計算した照度が実測値とよく一致す
ることからその妥当性を示した九
しかし，昼光照明設計の場合，~光光源の様相を明確
にし窓面照度を定めなければならない。窓装置などの光
学特性は光源の成分別に示されることが多くみられるが，
実際には直射日光や天空光がそれぞれ独立して窓面に入
射することはない。そのため，昼光照明設計に用い
る昼光照度資料は昼光光源として直射日光および天空光
照度が重畳性を有するものでなくてはならないことから，
筆者らは，昼光照度の長期損IJ定から，昼光照明設計の基
礎データとして， 就業昼間における直射日光および天空
光照度の問時出現頻度について報告を既に行っているの。
本報では同時出現頻度に加えて各方位窓面照度につい
ての考察を行ったので報告する。
2.研究方法
2. 1 解析資料
解析に用いた昼光資料は，大阪市における1984年6月
21白から1985年6月20日までの1年間の水平面全昼光お
よび天空光照度の10分間の測定値から， 09: 0から17: 
00の就業時間および太陽高度100 以上の保光昼間につい
て抽出して解析した。
2. 2 鉛直面照度の算出
昼光測定データは水平面についてのものであるから，
窓面照度すなわち各方位の鉛直面照度を水平面照度から
算出した。まず(1)式によって水平面会昼光照度 (E。け
から水平面天空光照度 (E.H)・を控除すれば水平面直射
日光照度 (EOH)が得られる。この水平面直射日光照度
(EOH)と，そのときの太陽高度(h)および南中時をO。
午前中を一，午後を十とする太陽方位角 (φ)から(2)ー
(5)式によって各窓方位の鉛直面直射日光照度 (Eov)が
求められる。
水平面直射日光照度
EOH= EGH-E'H (1) 
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EDvs = (EDH/ sin h )・ cosh • cos o (2) 
南向き鉛直面直射日光照度 100 
長60
北向き鉛直面直射日光照度
EDVNニー (EDH/sinh)・cosh・cosφ (3) 80 
東向き鉛直面直射日光照度
EDVE=一 (EDH/sinh)・cosh • sin φ(4) 
西向き鉛直面直射日光照度
EDVW = (EDH/ sin h )・ cosh• sin φ(5) 
鉛直面天空光照度 (EdV)については，天空がほぼ均一
輝度の拡散光源と考えられることから，(6)式で求める。
EdV= Y2EdH (6) 
また，鉛直面地物反射光照度 (E.v)については水平面
天空光照度の 1/10と見なした。
但し，
EGH:水平面全昼光照度
EDH:水平面直射日光照度
EdV 水平面天空光照度
h 太陽高度
φ :太陽方位角
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EDv 鉛直面直射光照度 日xJ
E，v:鉛直面天空光照度 [lxJ 
E.v:地物反射光鉛直面照度 [lxJ 
EDVS 南向鉛直面直射日光照度 [1xJ 
EDVN:北向鉛直面直射日光照度 [lxJ 
EDVE 東向鉛直面直射日光照度 [lxJ 
EDVW 西向鉛直面直射日光照度 [lxJ 
* 一般に，直射光を排除した天空光による照度は全天
空照度とよばれるが，本報では，直射日光照度との
違いを明確にするため天空光照度としている。
2. 3 窓面ガラスの光透過率
昼光が室内に射入する場合，一般にガラス面を遺品し，
その影響を受ける。直射光に対する普通ガラスの光透過
率は図1に示される如く，入射角が大きくなる(太陽高
度が高くなる)と急激に減少する。そのため，昼光照明
設計のための資料としてガラス透過後の昼光照度の実態
を捉えておく必要がある。
そこで，図 1に示した透明板ガラスの光透過特性的よ
か入射角には(7)式で与えられり各正方位に対するプロ
フィール角 (ph)を用いて，最小二乗法による回帰式
(8)式を求め，これより直射光に対する普通仮ガラスの透
過率 (τロ)を算出している。また，拡散光に対する透
過率 (τ，)は83%を採用している九
ph=tan-t {tan (h) /cos (φ)} (7) 
τ0=92.1049 -6.49303E-3・ph-3. 74325E-3・ph'
+2.33893E-4・ph'-3.54189E-6・ph' [%J (8) 
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(11 ) 図1普通板ガラスの光透過特性(理論値)
(文献4)より)
(但し，式中のEは指数形式の表示を表わしている。)
窓ガラス透過後の鉛直面照度は各鉛直面照度にこれらの
透過率を乗じたものになる。
3.結果および考察
3. 1 水平面昼光照度の出現頻度
水平面会昼光照度の採光昼間と就業時間帯との比較を
行うと年間平均値では図2に示すようになり，概ね，就
業時間待の全昼光照度の平均値は採光昼間より1.3倍程
度高くなっている。このことは，図3，図4に示すよう
に光源である太陽位置(高度，方位角)の出現頻度分布
は，冬季の南西から西にかけての低い高度を除いて，就
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業時間帯における太陽は採光昼間よりも高い高度域に分
布が多く，そのため，太陽高度の低い天空にも出現する
採光昼間におけるものより，水平面における照度の平均
値が大きくなっていると考えられる。
次に，水平面全昼光，直射日光および天空光照度の年
間の出現累積頻度を図5に示す。これは，同時性を考慮
したものではないため，直射成分と天空成分を単純に重
畳したものが全昼光を示すものではない。ここで，天空 100 
光照度について従来の報告例的と比較すると，図6に示
すように本研究の結果は，中間照度帯で高照度側にずれ
ている。 1/4天空に基づく天空!照度とは北西から北東
の北四半球の天空光!照度を4倍したものであり， 1/4 
天空の場合，太陽近傍の高輝度の天空部分が含まれてい
ない。そのため，太陽近傍の高輝度の天空を含めて測定
された本研究における天空光照度の方が高くなっている
と推察される。
3. 2 鉛直面昼光照度の出現頻度
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図3 太陽位置の出現頻度(大阪・採光昼間)
図7に就業時間帯の鉛直面照度の累積頻度分布を示す。
東西面での出現値の差異が著しいが，就業時間帯である
ことから，東面より西函に太陽直射光があたる時間が長
いことからやや高照度域の頻度が高い。また逆に，冬季
には太陽高度が低い時間が多く，数百lx以下の出現頻度
が高くなっている。さらに，東側に山地，西倶IJに海を有
する大阪地方の地理的環境から天候の出現状態が午
前と午後で異なることによるためと考えられる。
次に，各方位鉛直面における全昼光照度の累積相対頻
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図4 太陽位置の出現頻度(大阪:就業時間帯)
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太陽が位置して，直射日光が入射する場合を除いて，全
昼光l照度の平均値は鉛直面天空光照度とよく一致してい
る。また，南鉛直面では南方位を中心に東西で、ほぼ対称
の分布を示し，東鉛直面は太陽が南より東側にある午前
中に高い照度が得られ，午後は当然ながら日照が得られ
ないため，天空光照度に一致し，西鉛直面ではその逆に
なっている。真南より，同方位角分離れた位置に太陽が
ある東面のー1350 --90。の区間と西面における90。
-135。の区間における全昼光照度の平均値はどの太陽
高度帯においても，西面の方が東面より高い照度が得ら
れている。
鉛直面直射日光照度に及ぼすガラスの影響につ
いて
ガラスの直射光に対する光透過率は入射角が大きくな
る，すなわち鉛直面では太陽高度(プロフィール角)が
高くなると急激に減少する。快晴で， 曇による遮蔽や散
乱がないとするなら水平面の直射日光照度は南中時が最
大になる。そのため，東函，南面および酋面のいずれも
高い照度が得られるのは南中前後の時間範囲と考えられ
るが，南中前後で太陽高度が高いときにはプロフィール
角は大きくなり，そのため透過率が小さくなることから，
図10で示されるように，低照度域(太陽高度が低くてガ
ラスの透過率が比較的高い)よりもガラスの影響を受け
て高照度域での減衰が認められる。
次に，光源である太陽の位置によるガラスの影響をみ
るために太陽高度10。ごと，方位角450 ごとのガラス透
過後の鉛直面全昼光照度の平均値を求め，表6から表8
に示した。北面ではガラス箇と直射日光はほとんど鏡面
反射に近い状態になることから透過率は小さくなり直射
日光による照度は天空光照度に比べて無視できるため表
を省いている。ガラス透過後の鉛直面天空光照度につい
ては表9に示した。これらから，ガラス透過前(表 1-
4)に比べて，各鉛直面に対しての入射角が大き くなる
斜め方向から直射日光が入射する太陽位置の区分で滅哀
が認められる。天空光!照度は表5にガラスの舷散透過率
83%を乗じたものが表9になる。
3. 4 直射日光照度と天空光照度の同時出現頻度
図10から図13に直射日光照度と天空光照度の同時出現
頻度を示す。図中のドットの面積が出現頻度に比例して
おり，照度は対数軸で等間隔になるように階級分けし，
表10にその照度レベルを示す。これらの図から，直射日
光照度と天空光照度が同時に出現する照度レベルの組合
せはかなり集中していることが認められた。すなわち，
水平面では天空光照度32000lx前後，直射日光照度50000
lx前後の組合せであり，南向き鉛直面では天空光160001
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度分布から，同ーの相対頻度数 (80，60， 40， 20%)を
与える照度を滑らかな曲線で結んだものを採光昼間にお
けるものを図8に，就業昼間におけるものを図9に示す。
就業昼間に関する橘崎ら防の報告 (1980-1981の大阪
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(4 ) 
における観測記録)と60%値でやや異なるが概ねよく一
致している。太陽の位置による東西南北各鉛直面におけ
る昼光照度の出現実態を見るために，太陽高度1ぴごと，
太陽方位角45。ごとの全昼光照度の平均値を求め，表 1
から表4に示した。同様にして求めた鉛直面天空光照度
の平均値を表5に示した。北面では東西方位より北側に
太陽位置別会昼光鉛直面照度(北面)表2太陽位置別全昼光鉛直面照度(南面)表 1
??????????????
?↓?
?
?
???????
?
?
N =20363 
h 
φ -135・--90. -90. --45・ -45・-0・ 。.-45・ 45・~鈎。 鈎。-135・
lO。>2孟O. 7目旧 53∞ 63∞ “∞ 52∞ 74∞ 569 1(潟5 118 84 101渇 491 
20・>3孟O. 11000 92∞ 93∞ 9以)() 92∞ 114∞ 
494 819 738 714 ω2 501 
30・>4孟0・ 142∞ 12割)() 13α)() 日脱却 162∞ 152∞ 310 7ω 1192 1260 718 342 
40。>5孟0・ lω∞ 167∞ 165∞ 159ω 162∞ 152∞ 
33 837 601 639 ω2 66 
50。孟 204∞ l邸∞ 176∞ 192∞ >60。 ω。 493 495 ω2 
60・孟 221∞ 2ω∞ 191∞ 2同∞
>70・ ωl 344 お0 ω9 
70.孟 24筑沿 幻7∞ 23600 24邸)()
>ω。 128 490 4ω 138 
採光昼間N掴 20363
h 
，p 1ー35.--90・-90. --45。 -45. -0・ O. -45。 45. -90・ 90. - 135. 
lV>2孟0・ 53∞ 11∞ 205∞ 21700 10日泊 57∞ 569 1085 118 84 1088 491 
20.>3吾0。 91∞ 16創期 33蜘 31()(泊 151∞ 9反則
494 819 738 714 ω2 印l
30・>4孟0。 日収)() 20200 393∞ 374∞ 201∞ 132∞ 310 760 1192 12ω 718 342 
40。>孟 155∞ 33 237∞ 35ω1∞ l 343∞ 232∞ 148∞ 50. 837 639 ω2 66 
50・>62玉0。 279∞ 354∞ 363∞ 275∞ 
ω。 493 495 ω2 
60。>7孟00 2ω∞ 407∞ 401∞ 29300 501 344 3ω 5ω 
70'孟 314∞ 324∞ 319∞ 309∞ >ω。 128 490 4ω 138 
揺光昼間
下段 :データ散上段 会暴光鉛直面照度平均値 [1xJ 下段'データ数全昼光鉛直面照度平勾鑑 [1xJ 上段
N = 15986 
h 
o -135. --90. -90. --45。 -45. -0。 。.-45. 45・-90・ 900 - 135・
。@孟 2飢)()
>10. ω2 
10・>2孟O. 82∞ 6以)() ω∞ 54∞ 1 58 84 968 
20.>3孟0・ 9600 93∞ 鵠∞ 92∞ 117∞ 109 716 714 ω2 283 
30。孟 124∞ 13000 13αm 127∞ 146∞ 
>40・ 228 1192 12ω 718 342 
40。>5孟0・ 17民泊 165∞ 159∞ 162∞ 152∞ 491 ωl 639 ω2 66 
50。孟 204∞ 181正問 176∞ 192∞ 
>ω・ ω。 493 495 ω2 
ω。>7孟0・ 221∞ 2(泌∞ 191∞ 21氏)()501 344 3ω 日)9
70。孟 24筑則 237∞ 236∞ 246∞ 
>ω・ 128 490 480 138 
まt.時間待N -15986 
h 
申 1ー35.--90。-90. --45。 -45・-0・ 。.-45・ 45・-90・ 90・-135. 
0・孟 41∞ 
>10・ 印2
10'・>2孟O. 21600 21900 217∞ U公)()
1 58 84 968 
20.孟 203∞ 341∞ 31ぽ氾 151∞ 102∞ 
>30。 1(淘 716 714 ω2 283 
30・>4孟0・ 23'到児 393∞ 374∞ 201∞ 132∞ 228 1192 12ω 718 342 
40。>5孟9。 273∞ 351∞ 343∞ 232∞ 148∞ 
491 ωl ω9 ω2 “ 
ω。孟 27奴悶 354∞ 3ω∞ 275∞ >ω。 ωo 493 495 682 
ω。孟 29800 407∞ 401∞ 293∞ 
>70。 501 344 お0 5ω 
70・>別孟。 314∞ 324∞ 鈎 319∞ 3ω∞ 
128 480 138 
就業時間帯時
?
?
?
???
下段:データ数上段:全昼光鉛直面照度平鈎値 [1xJ データ数下段全昼光鉛直面照度平鈎{直 [1xJ 上段
表3 太陽位置}lIJ全昼光鉛直面照度 (東函)
銀光昼間 N -20363 
h 
事 -135・--90・-90. - -45。 -45. -0・ 。.- 45。 45・-90。 90・-135・
10。孟 14旬。 163∞ ゆ9∞ 66∞ 5300 57∞ 
>20・ 569 1ω5 118 84 ω88 491 
20'・>3孟0・ お6∞ 28(泊。 2お∞ 9800 92∞ 95∞ 494 819 738 714 ω2 ωl 
初・>4孟0・ お4∞ 348∞ 223∞ 13収)() 127∞ 132∞ 310 7ω 1192 12ω 718 342 
40.>54 0・ 31000 3お∞ 243∞ 15仮泊 162∞ 148∞ 
33 回7 ω1 臼9 802 66 
50'・>ω三。 389∞ 2ω∞ 176∞ 192∞ 
ω。 493 • 495 682 
ω・孟 359∞ 297∞ 191∞ 21600 
>70. 印l 344 3ω 5ω 
70・>8孟0・ 331∞ 275∞ 23以泊 24脱却
128 490 4ω 138 
上段:全昼光鉛直面照度平崎値 [1x) 下段:データ数
??
就農時間帯停 N = 15986 
h o ー135・--90・-90. --45。 -45. -O. O. -45・ 45・-90。 90・-135。
0・>1孟0・ 2α)() ω2 
lf「>2孟O. 225∞ 初8∞ 6600 54∞ 1 58 84 鋭渇
20・>3孟0・ 223∞ 258∞ 98∞ 92∞ 101∞ 109 116 714 ω2 283 
30・>4孟0・ 287∞ 223∞ 13瓜)() 121∞ 132∞ 228 1192 12ω 718 342 
40>54五0。 395∞ 243∞ 159∞ 162∞ 148∞ 
491 ωl 639 ω2 66 
回。>6孟0・ 389∞ 263∞ 176∞ 19200 ωo 493 495 ω2 
ω・>7孟0・ 359∞ 297∞ 191∞ 21邸)()501 344 3ω 5ω 
10・>ω孟。 331∞ 275∞ 23600 246∞ 
128 490 480 138 
上段 :全昼光鉛直面照度平均値 [1x) 下段 データ数
表4 太陽位置別金昼光鉛直面照度 (西面) ??
採光昼間 N =20363 
h o -135. --90. ωー。- -45. -45. -0。 O. -45. 45・-90. 90. - 135。
10。>2語0。 53∞ 53∞ 63∞ 207∞ 147∞ 15200 
569 1085 118 84 1088 491 
20・>3孟O. 91∞ 92∞ 93∞ 24似殉 2お∞ 242∞ 494 819 738 114 ω2 501 
30・>4孟0・ uαm 129∞ 日α)() 211∞ 343∞ 312∞ 310 760 1192 1260 718 342 
ω。>ω孟・ 155∞ 167∞ 165∞ 224∞ 37以)() 354∞ 
33 関7 ωI 639 ω2 66 
50。>ω孟。 204∞ 186∞ 256∞ 3ω∞ 
ωo 493 495 682 
ω。>7孟O. 221∞ 2ω∞ 2以JOO 354∞ 501 344 360 回9
70・>ω孟・ 24筑)() 237∞ 271∞ お4∞128 490 480 138 ロヰ
上段:全昼光船直面照度平均儀 [1x) 下段 ・データ数
it .時間待 N =15986 
岡
h 
世 -135・--90・-90'・--45。 -45・-0・ 。.- 45。 45・-90. 
。>1孟0。 6100 ω2 
10・>2孟0・ 82∞ ω∞ 207∞ 151∞ 1 58 84 968 
初。>3孟0。 袋五附 93∞ 幻蜘 2お∞ 264∞ 109 716 714 802 283 
30・>4孟0。 124∞ 日成泊 211∞ 343∞ 312∞ 228 1192 12ω 718 342 I 
40・>孟 17飢泊 165∞ 24∞ 378∞ 354∞ 
50・ 491 601 ω9 802 66 
500>ω孟。 204∞ 186∞ 256∞ 399∞ ωo 493 495 682 
60.>7孟0・ 221∞ 2ω∞ 28()()0 354∞ 501 344 3ω 印9
70。>ω孟・ 24鋭)() 237∞ 271∞ 326∞ 128 490 4ω 138 
特
上段 会昼光船直面照度平均値 [1x) 下段 データ数
太陽位置，81)窓ガラス透過後の全昼光鉛直函照度(東面)表 6太陽位置別全昼光鉛直面照度 (商面)表5
???
?
???????????
?
?
?
??????
? ? ?
?
?
N =20363 
h 
告 -135・--90・-90・--45・ -45・-0・ 0・-45。 45. -90. 90・-135・
lO。>2孟0。 132∞ 145∞ 177∞ 5∞ 43∞ 47∞ 
569 1085 118 84 1ω8 491 
20。>3孟O. 2ω∞ 25仮泊 228∞ 82∞ 76∞ 7筑泊
494 819 738 714 ω2 ωl 
30。>4孟0・ 24鉱)() 3似lOO 182∞ 1(渇∞ 日活∞ 11000 310 7印 1192 12ω 718 342 
40。>5孟0・ 271∞ 337∞ 195∞ 132∞ 134∞ 123∞ 
33 閃7 601 639 ω2 66 
2500>62 0・ 327∞ 204∞ 146∞ 15筑lOω。 493 495 682 
ω・>7孟0・ お4∞ 2ゆ∞ 15800 同脱却切l 344 3ω ぬ9
70・>8孟0・ 252∞ 21αm 196∞ 204∞ 128 490 4ω 138 一
tI1光昼間N=20お3
h 
中 -135・~ぽ ωー・--45・ -45・-0・ 。.-45。 45・-90。 90・-135・
10・>2孟0・ 5300 53∞ 63∞ ω∞ 52∞ 5700 
569 1085 18 84 1088 491 
20。>3孟0。 91∞ 92∞ 93∞ 98∞ 92∞ 95∞ 
494 819 738 714 ω2 ωl 
30・孟 日瓜lO ロ筑lO 13以)() 13飢)() 127∞ 132∞ 
>40'・ 310 7ω 1192 12ω 718 342 
40・孟 155∞ 167∞ 165∞ 15鋭lO 162∞ 148∞ >50" 33 837 ωl 臼9 802 66 
旬。>ω孟。 204∞ 186∞ 176∞ 192∞ 
6ω 493 495 682 
ω。>7孟O. 221∞ 2(泌∞ 191∞ 21脱却
501 344 3ω 509 
70・>ω孟・ 24筑)( 237∞ 236∞ 246∞ 
128 4ω 480 138 
保光昼間
下段 :デー タ数上段 :全昼光鉛直面照度平均値 [1x) 下段 .デー タ数上段:金昼光鉛直面照度平同値 [1x) 
N = 15986 
h 
o ー135・--90・-90・--45・ 45・-0・ 0・-45. 45・-90. 90. - 135. 
。>1孟O. 15∞ ω2 
10>2孟0。 2∞ ゆ5∞ 5∞ 45∞ 
1 58 84 968 
20・>3孟O. 197∞ 227∞ 82∞ 7日加 84∞ 109 716 714 ω2 2ω 
30・孟 252∞ 182∞ ゆ8∞ 1(路∞ 11000 
>40・ 228 1192 12ω 718 342 
40・>ω孟・ 343∞ 195∞ 132∞ 135∞ 123ω 491 ωl 639 802 66 
ω。>ω孟・ 32邸泊 20日)( 14臥)() 192∞ 6ω 493 495 ω2 
ω・>7孟0・ 処4∞ 218∞ 158∞ 18償却501 344 3ω 5ω 
70・>8孟0・ 252∞ 21∞o 19創lO 204∞ 128 490 480 138 
It . 時間帯停N = 15986 
h 
o .135・--90・-90・--45. -45・-0・ 。.-45・ 45・-90。 90・-135・
O.孟 1800 
>10。 602 
10・孟 82∞ ω∞ 鈴∞ 54∞ 
>20" 1 58 84 製渇
20・孟 鋭;0 93∞ 98ω 92∞ 102∞ 
>ω・ 1ω 716 714 802 283 
30・孟 124∞ 13収悶 13α)() 127∞ 132∞ >4O" 228 1192 1260 718 342 
40・孟 17白川 165∞ 159∞ 162∞ 148∞ >50。 491 ωl 閃9 ω2 66 
50。孟 204∞ ω脱却 17脱却 192∞ >60。 680 493 495 682 
ω・2長 221∞ 2(路∞ 191∞ 2時∞
>70'・ 501 344 3ω 509 
70>・ω孟・ 249∞ 237∞ 27ωo 246∞ 
128 490 4ω 138 
It .時間帯
?
?
?
?
?
?
下段 ，データ数上段 :金昼光鉛直面照度平勾値 [1x) 下段 :データ数上段 :全昼光鉛直面照度平士均値 [1x) 
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表9 太陽位置別窓ガラス透過後の鉛直面天空光照度
録光昼間 N=20363 
h 
申 -135' --90・-90・--45・-45' -0。 0・-45・ 45・-90。 ω。-135' 
10。>2孟0・ 4∞ 44∞ 52∞ 55∞ 43∞ 47∞ 569 1085 18 84 lω8 491 
20・>3260・ 7反則 768∞ 19 77∞ 8公)() 7600 7筑泊494 738 714 802 501 
30。>4孟00 108∞ 107∞ 108∞ 日焔∞ l(路∞ 1α)() 310 7ω 192. 12ω 718 342 
400 孟 129∞ 1総8∞37 137∞ 132∞ 134∞ 123∞ >50・ 33 閃i 639 802 66 
50・>6孟0・ 169∞ 151∞ 146∞ 15900 ω。 493 495 印2
ω・>7孟0・ 183∞ 171∞ 時800 l猷削切l 344 お0 回9
70・>8孟0・ 207∞ 197∞ l銃刑 204∞ 128 490 4ω 138 
上段 全昼光鉛直面照度平均値 [1x] 下段 データ数
就業時間帯 N = 15986 
h 
φ -135・--90・-90・-_450 -45・-0。 。， -45。 45・-90・90. -135・
0・>1孟O. 時∞ω2 
10・>2孟0・ 従ぬO 5600 55∞ 45∞ 1 58 84 968 
20・>3孟0。 阪削 77∞ 82∞ 76∞ 84∞ 109 716 714 802 2ω 
30・>4話0。 10300 108∞ 108∞ l(路∞ 11000 228 1192 I 1260 718 342 
40。>5孟0・ 141∞ 137∞| 132∞ 134∞ 12300 491 601 639 802 66 
50・>6語0・ 16筑)() 154∞ 146∞ 15氏問ωo 493 495 印2
ω・>7孟0・ 183∞ 171∞ 山8∞ ゅα泊501 344 360 5ω 
70・>ω2五・ 207∞ 197∞ 2似∞128 490 4ω 138 
上段 ・全昼光鉛直面照度平絢値 [1x] 下段 データ数
表10 照度範囲記号表
記号 照度レベル 照度範囲(1X) 記号 照度レベル 照度範囲(1X) 
A 2 O~玉X<3 J 1000 800 ~ X<1600 
B 4 3~五 X<6 K 2000 1600孟X<3200
C 8 6孟X<12 L 4000 3200~X<6300 
D 16 12 ~玉 X<25 M 8000 63∞~X<125∞ 
E 32 25孟X<50 N 16000 12500孟X<25000
F 63 50~五X<100 。320∞ 25000~X<5∞∞ l 
G 125 100孟X<200 P 63000 5∞∞孟X<100∞01
日 250 200孟X<400 Q 125000 100000孟X
500 400孟X<800
(9) 
."，. f 
レベルと考えてよい。
居
?
X前後，直射光320001x前後の組合せである。これらは，
天空光および直射光各々における出現頻度の高い範囲に
一致している。放に，この範囲を昼光照明設計周の光源
-138-
4.おわりに
従来の均一輝度天空や.CIE標準曇天空などの天空光
のみによる昼光照明では直射日光を排除することからエ
ネルギーの有効利用の観点から問題といえる。さらに
排除ゆえに直射日光の実態を捉えた設計用の昼光資料は
未整備であった。筆者らは既に光鉱散性固定型ブライン
ド及びそれによる照明設計法の開発により直射日光が昼
光光源として有効利用可能なことを示している。
昼光による室内照度の恒常的な予測には，日射量に関
する標準気象データのような資料の作成が待たれるが，
? ?
??
? ?ー
? ?
??
? 、 ? ? ?
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図10
南向き鉛直面地物反射光照度と太陽直射光
照度の照度レベノレと出現頻度との関係
図13水平面天空光照度と太陽直射光照度の
照度レベノレと出現頻度との関係
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図14
(10) 
南向き鉛直面天空光照度と太陽直射光
照度レベノレと出現頻度との関係
図12
土井他.昼光利用照明設計のための基俗研究(その 7)
所定期間における直射日光と天空光による鉛直面照度に
ついて，どの程度の値がどれくらいの頻度で得られるか
が資料として与えられれば昼光照明設計に資することが
できる。そのため，光源としての太陽の位置別に東西南
北4方位の鉛直面照度の出現実態を捉えた。また，一般
的には窓面にはガラスが装備されることから.太陽の移
動による入射角の変化による影響をガラスの光透過率か
ら検討した。さらに，直射日光および天空光の同時出現
頻度を求めている。本報では， 1年間の昼光照度の測定
値によって検討しているが，現在，ほぼ5年間の測定値
の整備を行っており，これらの資料によるより詳細な検
討を4方位だけでなく，その他の方位鉛直面についても
行う予定である。
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Summary 
Daylighting design method has so far employed only sky light as light source and has been carried out according 
to uniform sky and the CIE standard overcast sky. However， 10 exclude direct sunlight is inappropriate from the view 
of efficient energy use. 
Therefore， the authors are developing the diffusing fixed slat blind which enables to use direct sunlight eficiently 
as daylight source. 
Although the optical characteristic of window equipment such as Venetian blinds including the above mentioned 
blind are expressed by respective light source elements (direct light and diffused light)， actually it is an unseen 
phenomena that direct sunlight and sky light enter onto a window surface separately. For forcecasting the interior 
illuminance generated by skylight， itis demanded to obtain both the value and the frequency simultaneously when 
direct sunlight ilIuminance and sky light ilIuminance entcr onto a window surface. 
Jn this paper， according to the result of daylight illuminance observation carried out in Osaka， the authors have 
obtained the global daylight on vertical faced to al directions， both the direct sunlight ilIuminance and sky light illumi-
nance， and the frequency distribution of the simultaneous value of the direct sunlight illuminance and sky light illumi-
nance. 
????、
